
 

  



 

～講評～ 

 

Ⅰ  

(1) 積分法：三角関数の定積分の問題。典型問題のため、得点したいところ。 

(2) 確率：サイコロの確率の問題。こちらも典型問題のため、得点したいところ。 

(3) 数列・極限の問題。ミスなく、簡潔に計算することができれば、得点に繋がったはず。 

 

Ⅱ  

平面図形・ベクトル・各辺の⾧さが等しい五角形の問題。 

(a)(b)は対称性や辺の⾧さに注目して解くことができれば、得点できる。 

 

Ⅲ 

数列・関数の問題。 

(1)(2)の計算問題など、得点できる問題を落とさず、得点したいところ。 

(3)は実は計算するだけの問題であった。 

昨年度と難易度に大きな変化はなかった。 

しかし、例年通り試験時間に対して問題量が多いため、いかに計算ミスをなくすかが鍵。 

Ⅰを確保し、Ⅱ・Ⅲをいかに切り崩せるかで、ボーダーラインは 65 ％程度。 

 


